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1 はじめに  

現在，株価・為替レートなどの相場の予測手法の1  

つにカオス理論を用いた予測がある【2】．一般に相場は  

社会情勢が変化したときに大きく変動するが，カオス  

理論を用いた予測法ではこのことを考慮していないこ  

とから，社会情勢が変化したときには不適切な予測値  

になる可能性がある．この社会情勢の変化を考慮でき  

る手法の1つとしてANP（AnalyticNetworkProcess）  

【1】が考えられる．そこで，本研究ではカオス理論を用  

いて株価及び為替レートの予測を行い，ANPにより社  

会情勢の変化を取り入れた予測の修正を行う．  

題表現はAHPのような階層構造ではなくネットワー  

ク構造になっているため，AHPでiま考慮することの  

できなかったような構造をもつ問題に対しても適用が  

可能である．ANPの手順を以下に述べる．  

（1）各要素の他の要素に対するウェイトを計算  

（2）超行列（SuperMa七rix：ウェイトを並べた行列）  

の作成  

（3）各要素の最終ウェイトを計算  

超行列が既約な場合には，  

At〟＝叫．A：超行列，ぴ：ウェイト  

を満たすwを求める．   

カオス理論では経済データを3次空間上に写像する  

が，空間上の各ベクトルは次の時点間のANPのウェ  

イトと考えられる．その場合の問題の構造は図1のよ  

うに表すことができ，予測ベクトルから超行列Aを  

作成する．また，過去に現在と同じような社会情勢の  

変化をしたとき（似たケースと呼ぶ）の実際の動きか  

らも超行列A′を作成する．そして，現在が受ける影  
響の部分を表す超行列Aの3列日をA′の3列目と置  

き換える．この新しいAのウェイトが修正された予  

測ベクトルの方向ベクトルを表し，ベクトルの長さと  

方向は似たケースのときと等しくして予測を行うこと  

にする．  

2 カオス理論の概要  

ある時系列データがカオス性を有する場合は，カオ  

ス理論を通用した予測が可能である．ここで，カオス  

性を有するとは，下記のリアプノフ指数入が正である  

場合をいう．   

入＝忠logけ′糾  

J（芳i）：時系列データの方程式  

株価や為替レートでは入は正となりカオス性がある  

ことが示される．カオス性を有するm次の時系列デ  

ータは（m＋2）次空間で軌道を措くことが証明されて  

いる．経済データは1次であるため，3次の空間に射  

影が可能である．そこで，その空間上で現在と最近傍  

にある過去のデータ坤）を抽出し，現在から次期には  

y（f）からy（糾）と同じ動きをする，として予測を行う・   

3 ANPと相場予測問題への適用  

ANPはSaatyが提唱した，AHP（AnalyticHierar－  

ChyProcess）を拡張した意思決定法である．AHPで  

は，問題を階層構造で表現する．しかし，ANPの間  

図1：株価・為替レート変動モデル   

4 事例   

1997年6月以降のデータをもとに1998年1月から6  
月までの毎週の株価と為替レートをカオス理論を用い  

て予測する．株価の実データと予測値を上の図に示す．  

ー184 一   

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



【円】  

17500   

17000   

16500   

16000   

15500   

15000   

14500   

14000   

13500  

壬≡≡  

【週】   
心
血
－
置
 
 
 

巴
ご
鮎
 
 
 

芸
－
鮎
 
 
 

巴
ご
趣
 
 
 

い
通
－
置
 
 
 

－
宍
盛
 
 

谷   山   u u   ⊂ト   ⊂h   、J  －J こⅢ  コロ  止  血コ 血  こⅢ  こⅢ ：エロ  
し山   一一   しJ u N   －   トJ  ■ゝ 尚 歯 転 置 尚 歯 尚 歯  

ー  

ココ  

忌  

図2：株価と予測値   

この結果98年4月1過の株価の予測値及び実績値は  

表1のようになる．  

図中の（a）部分では実データと予測値の差が他より  

も大きくなっている．これは，この過に短観が発表さ  

れ，その中の業況判断指数（DI）が前回に比べて大幅  

に減少していたためと思われる．これは社会情勢に影  

響を与えることなので，98年4月1週の予測値をANP  

を用いて修正する．似たケースとしてDIの推移が似  

ていた92年6月2退から6月3過を利用する．   

98年4月1過の予測ベクトルから得られる超行列は，  

2週前 1過前 現在  

表1：予測値と実績値  

15517．78   

カオス理論のみを用いた予測   16834．10   

ANPとカオス理論を用いた予測  15916．03   4月1週の株価  実績値  
2週前  

1週前  

現在  （ 

0．9998 0．0013  

0．0001 0．9986  

0．0001 0．0001  5 今後の展開  

本研究では，カオス理論を用いて株価及び為替レー  

トの予測を行い，ANPにより予測結果の修正を行った．  

今後はこの予測精度を検討し，●様々な事例について適  

用結果を考察する必要がある．  

であり，似たケースから得られる超行列の3列目は，  

【α1，α2，0．9999】，α1＋α2＝0・0001   

となる．この3列目を置き換えて計算したウェイトは，  

【α，β，0・5】，α＋β＝0・5   

となる．これが予測の方向ベクトルに相当することか  

らベクトルの長さと方向を似たケースと等しく，  

∽＝【1746．4549α，1746・4549β，－873・2275】   

となる．したがって4月1週の株価の予測値は3月4週  

の実データにw3を加えた15916・03［円】となる・  
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